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アイデア出しから施工まで、計7回のワー
クショップを経て、手仕事活動の拠点と
なる工房をつくり上げた。かまどを中心
に、自然素材や廃材を活用して唯一無二
の空間になっている

UBUBUの設立メンバー

完成したかまど。
地元産の薪材を
使って火を起こす

つくりあげたかまどを使って、煮炊きに勤しむ

活動エリア

浜名湖

三ヶ日町

組んでいます。

活動概要と活動対象範囲
　私たちは、浜名湖のさらに奥の
奥浜名湖（猪鼻湖）に位置する三ヶ
日町を活動拠点にしています。自然
農法に挑むみかん農家が営む「農
家民宿coco-Rin」の敷地内に、事
務所と工房を設けています。町の産
業はみかんで、三ヶ日みかんという
一大ブランドの継承を、町ぐるみで
取り組んでいます。
　UBUBUというブランドは、地
元遠州織物とゆかりのある初

う ぶ ぎ ぬ
生衣

神社と、女性たちの出産、新し
いものを生み出す集合体という、

「初・生・産・部」という言葉から導
きました。

活動に至った理由や背景
　「三ヶ日町には子どもたちと親が
一緒に遊べる場所がない。田舎な
のに遊びに行く場所が少なく周辺
の町に出かけてしまう。子育て中の
女性たちが気軽に相談できず、町
の中で孤立している」という問題を、
結婚を機に移住してきた女性たちと
の交流の中で感じていました。そし

地域・コミュニティ活動助成

UBUBU
静岡県浜松市
「農業×文化×親子をつなぐ創造の工房づくり」による
子育てママたちの地域おこし活動

団体設立経緯
UBUBU（うぶぶ）は、静岡県浜

松市北区三ヶ日町の子育て中の女
性たちがメインに活動するブランド
名です。親子が気軽に集える場所
が少なく、女性たちの行き場がない
という町の問題を解決すべく、まち
づくり活動を共にしていた仲間たち
と2016年12月に立ち上げました。
　町の経済を支える農業や、地元
に残る伝統の手仕事文化を取り入
れた新しい特産品をつくり出しなが
ら、地域の親子が集い、寄り添い
合って、子育て支援の活動に取り

て、自分たちもこの町で楽しく子育
てをしたいと強く思うようになりまし
た。特に「仕事をしなければ外出し
にくい」という町の空気を変えたい
と、子連れで手仕事ができる空間
をつくり、女性たちの新しい働き方
を町の中で発信しようと、活動をス
タートさせました。

活動内容と成果
●UBUBU工房をつくろう
　UBUBUの手仕事活動の拠点とな
る工房をつくるため、全7回のワーク
ショップを開催しました。UBUBU
が一番最初に取り組んだ活動は、
地元の織物文化にちなんで、自然
農法のみかんの皮で染めた布をつく
ることでした。そのため、煮炊きが
できること、水場があることを条件
に、ワークショップ形式でアイデア
を出し合っていきました。自然素材
を使ったどこか懐かしい空間を目指
し、地元でまちづくり活動をも行う
作庭工房「赤ひげ」の方々をリーダー
に招き、作業を進めました。
　新型コロナウイルスが流行し始め
学校が休校になった子どもたちも、
ワークショップや話し合いに何度も
参加しました。木材や地元の石だ
けでなく、土管やうす、レンガなど
の廃材もたくさん使いました。また、
引退した宮大工さんより寄贈いただ
いた一枚板など、様々な材料もそろ
いました。自然素材を使うことは、
乾燥させる時間も含めて時間がかか
るので、長期的な取り組みとなりま

したが、手間をかけた分、どこを探
してもここにしかない特別な空間が
できあがりました。
●完成とお披露目式
　2020年11月23日、新しくできた
工房のかまどに火を起こしました。
この日は新嘗祭と呼ばれる、五穀
豊穣に感謝し日本中で神事が行わ
れる大切な日。UBUBUの名前の由
来にもなっている初生衣神社の宮司
さんに、火起こしの儀を執り行って

いただきました。
　火起こしワークショップには、
UBUBUメンバーだけでなく、活動
を支えてくれる地元まちづくり団体
からも見守りの参加がありました。
神聖な空気の中、子どもたちの笑い
声も絶えず、創り出すことの喜びを
みんなで共有できた素晴らしい1日
でした。地元郷土料理である五平
餅（御幣が由来）もみんなでつくり、
かまどから出る煙は空高くまで昇り、
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特産のみかんの皮を有
効活用する「陳皮づく
り」（上）や、大豆を炊
いて仕込む「手前味噌
づくり」（左）など、かま
どを使ったイベントを
月1ペースで開催

（左）廃棄される青みかんを材料
に、フレンチのシェフと共同開発
した焼き菓子　（右）県内の企業
から依頼を請け、はなびらたけ
の乾燥からパッケージデザインま
で手仕事で担当

UBUBUの取り組みを紹介するパンフレット。近
隣市町村のカフェに置くほか、マルシェに出店し
た際に来場者に配布する

子育て支援スタッフを依頼することで、
子連れでも安心して活動に参加できた

子どもも一緒にマルシェに参加

UBUBUの取り組みを紹介するパンフレット。近

じています。みかんの収穫シーズン
は自分たちも収穫で忙しくなるため
12月から1月はイベントを自粛し、2月
から開催しました。毎月1回のイベン
トを企画しています。
その1：陳皮つくり
　自然農法のみかんを、捨てること
なく使い尽くすことをテーマに開催
したイベントです。通常は捨てるは
ずのみかんの皮を干して、私たちは
染色の材料にしていますが、今回
新しく目をつけたのは、漢方薬や香
辛料の原料となる「陳皮」です。国
産のみかんの陳皮は、流通量がま
だまだ少ない状況です。
　町内の20代から60代の幅広い世
代が参加。ジュースをつくる際に廃
棄物となるみかんの皮を、手切りで
千切りにして天日干しにしました。
浜松市は日本一の日照量を誇りま
す。天日干ししたみかんの陳皮を、
ご家庭で楽しんでいただくのはもち
ろん、こうして手間ひまかけてつく
り上げた素材をより多くの方に知っ

近隣住民の方にもかまどの存在をア
ピールできました。
●パンフレットの作成
　UBUBUの活動を内外に知っても
らうためパンフレットを作成しまし
た。パンフレット制作も、デザイナー
任せではなく、みんなで意見を出し
合い制作しました。カバンに入るサ
イズで、自分たちの様々な活動を
知ってもらえるようにボリュームも出
すため、B5判3つ折にしました。
　地元の飲食店に加え、愛知県や
近隣の市町村のカフェや親子が集う
場所に置いてもらっています。
●かまどを使ったイベントの開催
　工房をたくさんの方に知ってい
ただくため、かまどを使った冬の
手仕事のイベントを開催しました。
UBUBUメンバー以外にも呼びかけ
ようと、イベント予約サイトを使って
広報と参加者の受付を行いました。
　室外でのイベントでしたが、冬で
も暖かい気候の地区なので、どれも
アウトドアイベントして成功したと感

てもらい、他の加工業者にも使って
もらえるように、営業もしていきた
いと考えています。
その2：手前味噌づくり
　三ヶ日町内外から参加がありまし
た。同じ子育て世代だけでなく、私
たちの1つ上の世代の方にも参加して
もらうことができ、手仕事は世代を
超えた魅力を持っていると実感しま
した。かまどで炊いた大豆は通常よ
りも甘く、煙をまとった少し燻製風。
自宅ではできない味噌づくりに、参
加者の方も大満足です。
　すぐには完成しない味噌の面白
さ、昔は当たり前だった光景を再現
できたと思っています。
●手仕事部の開催
　工房制作のワークショップを開催
する中で、女性たちから出る様々
なアイデアをもとに、実際に手仕事
をしました。地元では廃棄される青
みかんをジュースや塩漬けにして、
農家民宿で使ってもらっています。
ジュースに漬け込んだ青みかんの、

さらなる活用法を生み出すため、フ
レンチシェフと共同で焼き菓子も開
発。観光協会主催のイベントで、プ
レスリリースもしていただきました。
　また、農業の6次産業を取り入れ
た活動をすることで、様々な農業
生産者とつながりました。県中部の
島田市で幻のキノコの生産を手が
ける大井川電機製作所との協業で
は、はなびらたけの乾燥品の製造
からパッケージデザインまでを担当
しました。子育てをしながら、納期
のある仕事をこなす難しさも感じま
したが、手仕事を通した可能性を
感じました。
●マルシェ出店で広報活動
　地元三ヶ日の初生衣神社や浜名
総社八幡宮で開催された、三ヶ日
「よいさ市」に参加しました。マルシェ
は子どもたちも張り切って売り子に
なってくれて、親子で活動するには
ぴったりな環境でした。

　神社で開催される企画の来場者
はご年配の方も多かったためか、か
まどでつくるみかんの皮の染め物
に、大変興味を持ってもらうことが
できました。制作したパンフレット
もたくさん配布することができて、
追加発注が必要でした。
　よいさ市は毎月開催されるので、
今後も積極的に参加し地元ブランド
として名前を知ってもらえるようにし
ようと、メンバー全員が意気込んで
います。また、活動資金を稼ぐため
にも、別のマルシェ企画にもどんど
ん参加していこうと思います。

●工房整備を終えて
　UBUBUが農家民宿と管理してい
る、自然農法のみかん畑へも認知
が広まっており、様々な分野からコ
ラボしようというお声かけをいただ
いております。子育てコミュニティを
形成している私たちにと、三ヶ日地
区社会福祉協議会からも声がかか
り、毎月1回開催される事務局会議
に参加しています。
　そうした地域の課題を探る場所
に参加して、さまざまなプロジェクト
が生まれる中、実際にUBUBUが
全てに関わることは、子育て中のマ
マたちにとって体力的にも厳しくな
ります。今後はUBUBUが子育てマ
マという枠を超えて、ご年配の方々、
子育てOBのみなさんにも参加して
もらうことが大切だと感じています。
この火種を消すことなく大きな展開
にしていきたいと思っています。
　今回の助成事業を通して大きく展
開できたことで、三ヶ日町には、手
仕事ができる人を必要としている農
家さんや、プロジェクトそのものが
たくさんあることがわかりました。
UBUBUがそれらをつなぐ役目を担
い、そして、工房を中心に世代を超
えたコミュニティの場を形成できる
だろうと、肌で感じています。

課題と解決方策
　一番の課題は、活動に連れてき
た幼い子どもたちの怪我のリスク
でした。自然の中での作業が多く、
子どもたちの予想を超える行動に
私たちは終始ドキドキしていました。

UBUBU
2016年12月設立／メンバー数：16人／代表者：久米 ゆき（くめ・ゆき）
●〒431-1404　静岡県浜松市北区三ヶ日町宇志664-4 農家民宿coco-Rin内
090-1336-6841　 ububu@coco-rin.com　 ububu.coco-rin.com

「地域に生きる女性たちの手仕事」をキーワードに、三ヶ日にしかない（できない）新
しいコミュニティの場と仕事を創造し、地域のママと子どもたちに笑顔の未来を届
けます。

　今回は助成をいただくことで、親
以外の保育スタッフを追加すること
で対応できましたが、保育スタッフ
にかかる人件費まで生み出すとなる
と、現実的なイベント参加費を設定
できません。今後は地区社協の方々
が開催する地域サロンとコラボする
ことで、多世代が互いに面倒を見合
える環境をつくり、この問題を解決
したいと考えています。

今後の予定
　地域の親子に寄り添い、子育
ての悩みなどを話しながら手仕事
をする「子育て交流広場」と、外部
にも大きく広報してイベントをする
「UBUBUの日」の2本立てで活動
を進めたいと思います。また、コロ
ナ禍で開催が少なくなっているマル
シェにも、自作の商品を持って出店
することは挑戦し続けたいと考えて
います。子育てしながら楽しく活動
するUBUBUのファンを増やし、新
しい仲間をどんどん増やしていきた
いと思います。


